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【テーマ】 

歩く常設コースの整備と健康施設の「維持」「管理」、そして「利用促進」を通して、

総ての国民の「健康増進」と「医療費削減」に寄与することを目的とし、イベントや大会、

指導者活用の場作り、スキルアップ活動を、進めることをミッションとする。 

 

【主催】 

一般社団法人日本ノルディックスポーツ振興機構 

（INP International Nordic Sports Promotion）⇒SKIKE 

 

【共催】 

健康エコパーク・インターナショナルノルディックスポーツ振興機構・うろこざんまい 

ノルディックセンター・各支部 

 

【健康エコパーク】 

全国で常設コースの管理と利用促進ができる活動団体を募集して HPで紹介していく。 

 

【うろこざんまい】 

どこでもいつでも「簡単」「安全」にできるステップソールを推奨し、普及を目指す。 

 

【ノルディックセンター】 

・ノルディックスポーツの体験できるノルディック専門のセンターを設置 

・普段は体験できないノルディックスポーツ全般の活動ができるノルディック先生の育成 

・「危険」、「辛い」、「厳しい」というイメージから楽しいスポーツとして理解してもらうた

めの環境づくり 

・スポーツツーリズムを活発にし、スポーツのイメージ向上に取り組む 

 

サブテーマとして 

GO OUTSIDE は自然体験を伴う「グリーンツーリズム」の推奨 

 

GO NORDIC は東京オリンピックに向けたスポーツへの関心を誘うための「スポーツツーリズ

ム」 

 



【本部活動】 

本部の活発な活動は特に予定していません。各支部や活動団体（共催）が活動します。 

「資格発行作業、団体や情報の管理」 

支部や他団体の活発な活動を援助します。 

本部中心の活動は本部に資金が集まります。支部や他団体が中心になれば、活動資金がで

きます 

 

【事務局】 

一般社団法人日本ノルディックスポーツ振興機構事務局 

〒153-0064 東京都目黒区下目黒 3-11-10 NORD 内 

 

【協力】 

公益財団法人東京 YMCA・NPO 法人自然体験活動推進協議会・(株)アウトドアサポートシス

テムエコツーリズム事業部・NPO 法人日本エコツーリズムセンター・歩くまち香美町・㈱マ

ックアース・Nord eX Japan・東京横浜ノルディックウォーキングクラブ・(有)タクトスキ

ーラボ・Nord 

 

【事務局・連絡先】 

日本ノルディックスポーツ振興機構事務局 事務局長：藤田良江 

〒153-0064 東京都目黒区下目黒 3-11-10   NORD 内 

電話：090-6193-5369 担当藤田良江 

 

【一般社団法人日本ノルディックスポーツ振興機構の概要】 

・活動できるフィールド作りの支援を通じて、ノルディックスポーツの楽しさと運動効果

を普及し愛好者を増やす。 

・ノルディックウォーキング、スノーウォーキングを自然の中で体験してもらい、１年を

通しての活動を提案する。 

・ノルディックスポーツを中心に愛好者・業界・関連団体・指導者のネットワークを促進

し、情報交換や親善が進む活動をする。 

・イベントや研修会を通じて全国各地で活動する、関連団体の連携が進むが活動を行う。・

ノルディックスポーツの楽しさと運動効果を知ってもらい、愛好者を増やしたい。 

・使い方、技術、運動効果を日本中に配信し、ノルディックスポーツの新しい可能性を探

求する。 

・国内の常設コースを整備して、その維持と利用促進を配信する。 

・健康施設として、初心者に体験してもらうためのノルディックポールとスノーシューの

レンタルを充実させる。 



【ねらい】 

四季を通じて「体験」・「活動」できることを広く世間に周知し、その対象を、子ども

から高齢者、障がいを持った方までを対象にバリアフリーで活動状況を整備し周知したい。 

東京オリンピックへ向けてスポーツツーリズムを活性化していく。 

 

【種目】 

・無雪時のノルディックウォーキング 

・有雪時のスノーシューとクロスカントリースキー 

・ヒールフリースキー 

・普及のためのイベント・レース 

 

【体験講習】 

ノルディックスポーツの愛好者を増やすことは、JNP の大きな目的の一つです。 

有資格者の活動機会を広げ、「正しい技術」と「運動効果」を「安全」で「楽しく」伝え

る、人と体験コースを紹介する。 

 

【ノルディックセンター】 

ノルディックスキー・BC クロカン・スノーシュー・ノルディックウォーキングのワンラ

ンク上を体験講習できるノルディックセンターへの加入を促進し、一緒に活動してもらう。 

 

【常設コース】 

子供から高齢者、また障がいをもった方までが安全で楽しく体験できる施設づくりをし

ていきたい。情報の発信として、コース状況だけではなく交通、天候なども配信できるよ

うにしたい。整備としてコースマップ、コース看板の設置、レンタルカウンターや用具の

アフターケアまでできる常設コースを設置していきたい。 

自然体験、野外活動にふさわしいコースを行政や関連団体と取り組んでいきたい。 

 

【有資格者】 

ノルディックスポーツの知識を伝えられる豊富な知識を持つ多くの有資格者育成の活用

を進め、安全で楽しいスポーツであることを広く世間に周知し、自然の中で体験できる機

会を拡げます。 

 

【団体登録料/年会費】 

日本ノルディックスポーツ振興機構は団体登録と有資格者の年会費によって運営されま

す。ホームページの維持管理、事務費、情報収集と配信を通じて、活動エリアと指導者を

支援します。登録料は別に定める。 



 

【ブランド・協賛登録】 

この活動を理解し、協力していただける協賛/協力企業を集め、共に活動していきたい。

活動を含め、可能な企業は各加入団体に販売することができる。協賛/協力の決定と登録料

は別に定める。 

※物販致しません。あくまで宣伝のみです。 

 

【コース・施設利用特典】 

参加ユーザーへの参画団体のからの共通する特典を計画して、施設利用の活性化やネッ

トワークを利用した、ユーザー支援を企画していきます。 

 

【団体づくり】 

一つの活動団体は最低「長１名」「長以下５名」前後で形成され、普及、体験活動ができなくて

はいけない。都道府県や各市町村に一団体という決まりを作らないが、近所通しで、争いごとが

発生しないことは必須。 

各団体の長は最低リーダーの資格が必要です。 

※健康エコパークの団体については別制度を参照。 

 

【倫理委員会】 

指導現場での暴力や不適切な助成金などの受給問題や不適切な金銭の使用を避けるため、

独立した倫理委員会置くことにする。不正や暴力があった場合は、報告書の提出を義務付

け、倫理委員で協議する。 

 

 


